
令和５年度宮沢賢治イーハトーブ館運営審議会会議録   
 

 

１ 開催日時   

令和５年７月５日（水）  午前１０時００分～午前１１時０５分  

 

 ２ 開催場所   

宮沢賢治イーハトーブ館  講義室  

 

 ３ 出席者  

 （１） 委員  

   出席委員（９名） 

   大野眞男委員、佐藤竜一委員、木村清且委員、大山拡詞委員、牧野幹委員、 

   浅沼利一郎委員、玉山領一委員、岩田行平委員、押切和美委員  

   

欠席委員（１名） 

   小原節子委員  

 

 （２） 事務局（４名） 

   市川生涯学習部長、大沢館長、柳原副館長、晴山主任専門員  

 

 ４ 傍聴者  

 ０名  

 

５ 次第  

（１）開会  

 

（２）あいさつ 

 

（３）議事  

①令和４年度宮沢賢治イーハトーブ館事業報告  

②令和５年度宮沢賢治イーハトーブ館事業計画（案） 

 

（４）その他  

 

（５）閉会  

 

 

 

 

 

 

 



 

６ 議事録  

 

各委員の発言要旨は以下のとおり  
発言者  発言要旨  

柳原副館長  定刻となりました。 

本日はご多用中にも関わらず、ご出席いただきありがとうございます。

開会に先立ちまして、本日ご出席の委員の皆様をご紹介いたします。 

（以下、委員及び事務局紹介） 

本日の運営審議会につきましては、委員１０名中、９名の委員に出席

いただいております。宮沢賢治イーハトーブ館管理運営規則第７条第

２項に規定する半数以上の委員が出席しておりますので、本日の運営

審議会は成立することを報告いたします。また、本運営審議会は、花

巻市審議会等の会議の公開に関する指針に基づき、原則として公開す

るものであり、会議結果は会議録を含め、花巻市のホームページに公

表いたします。会議録につきましては、事務局で作成したものを皆様

に郵送し、確認いただいたうえで公開しますので、よろしくお願いし

ます。 

それでは、ただ今から、宮沢賢治イーハトーブ館運営審議会を開会い

たします。開会にあたりまして、市川生涯学習部長よりごあいさつを

申し上げます。 

市 川 生 涯 学 習

部長  

本日はお忙しい中、ご出席を賜り誠にありがとうございます。コロナウイルスも

大分落ち着いたとは言われておりますが、市内でも感染している方もある状況

であります。ただ、できるだけ通常に戻していきたいということで、皆様のご協

力を得ながら、観光施設も通常営業しておりますし、施設も制限なしで利用い

ただいております。 

後ほど資料でも報告がありますが、イーハトーブ館の令和４年度の入館者は２

万４千人ほどで、令和３年度に比較して１万人ほど増加しましたし、今年度６

月末時点で、昨年度の同時期と比較しても、４千４百人ほど増加している状

況でありまして、かなり皆様の移動は活発になってきているのかなという感覚を

持っておるところであります。 

特にも今年度は、賢治没後９０年ということであり、映画「宮沢賢治の父」が５

月５日から全国公開されており、映画を見た方々からは大変良かった、感動し

たとの声が聞こえてきております。市ではこの公開に合わせイーハトーブ館を

含めた賢治関連３施設において、映画に関連するグッズをプレゼントするスタ

ンプラリーを行いました。プレゼントは６００個準備しましたが連休中にすぐ無く

なり大変好評でありました。このように映画と関連付けした事業展開をしている

ところであります。 

今年度においても、宮沢賢治学会イーハトーブセンターのご協力をいただき

ながら、様々な事業を行っていきたいと考えております。本日は皆様のご意見

を賜り、館の運営につなげてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

柳原副館長  続きまして、大沢館長よりごあいさつを申し上げます。 

大沢館長  おはようございます。ただいまお話しいただきましたが、コロナ禍はまだ安心は

できないとはいえ、少しずつ制限が回復してきています。このような状況下であ

りますが、賢治学会としても花巻を歩いてみたいという企画の話が出ていま

す。また、イーハトーブ館の利活用についても皆さんのご意見をお聞きながら

考えていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

柳原副館長  次第の「３．議事」でございます。宮沢賢治イーハトーブ館管理運営



規則第６条第２項におきまして、会長は会議の議長となると規定して

おりますので、ここからは、木村会長に進行をお願いいたします。  

木村会長  それでは、次第に従いまして、議事に移らせていただきます。本日ご

審議いただく案件は、お手元の次第にありますとおり２件でございま

す。最初に、（１）令和４年度宮沢賢治イーハトーブ館事業報告につい

て、事務局から説明をお願いします。  

柳原副館長  それでは、（１）令和４年度宮沢賢治イーハトーブ館事業報告について

を説明いたします。資料は１ページ、１ 施設整備事業です。令和４年

度はご覧の６件の施設の整備、修繕を行いました。イーハトーブ館は

平成４年９月の竣工で、今年で３１年が経過する建物です。平成２７

年度から平成３０年度までの間に、屋上防水工事や外壁修繕工事とい

った大規模修繕を実施しておりまして、近時においては、資料記載の

ような施設内設備や外構を中心として修繕あるいは更新を実施してい

るところです。次に、２ 資料収集・保存・公開です。令和５年３月３

１日現在の図書等資料数でございますが、書籍、論文等の図書資料は

１９，６１８件で前年度より２９６件の増、ＤＶＤやＣＤなどの映像・

音声資料は３７７件で前年度と同数、新聞は１９，６７９件で前年度

より２１３件の増となっております。次に、３ 企画展示の開催です。

令和４年度には、ご覧の４件の企画展を実施いたしました。いずれも、

チラシやポスターの配布のほか、花巻市ホームページや宮沢賢治イベ

ントカレンダーに掲載するなどして周知を図ってまいりました。それ

ぞれの開催期間中の来館者数について補足いたしますと、１番目の宮

沢賢治とエスペラント展は５，９７８人、２番目の宮沢賢治―沢村澄

子 現象的書展は１０，０１７人、３番目のイラスト展 ひかるの世

界は５，１９２人、４番目の第３回賢治さんの世界を描く絵画展は 

２，５２０人となっております。５ 企画展示関連行事です。１件目の

子供向けワークショップ「賢治さんのダンボール箱つみき」は７名の

方に参加いただきましたほか、８月２４日に開催した２件目の沢村澄

子氏による屋外での公開制作には５３名の方に、また、岡村民夫氏の

講演会には３５名の方々にご参加いただきました。３件目の企画展「賢

治さんの世界を描く絵画展」ワークショップについては、１３名のご

参加をいただきました。次に、５ 第３２回宮沢賢治賞・イーハトーブ

賞の選考及び贈呈式です。こちらの事務の主管課は、賢治まちづくり

課となっておりますが、受賞者は宮沢賢治学会イーハトーブセンター

との諮問・答申を経たうえで決定されたものです。ご覧のとおり、宮

沢賢治賞１名、宮沢賢治賞奨励賞１団体、イーハトーブ賞１団体、イ

ーハトーブ賞奨励賞１団体が受賞されました。ここで資料の訂正をお

願いします。イーハトーブ賞の説明文中、「オッペルと象」の「象」の

字が映像の「像」となっておりましたので、動物の「象」に訂正をお願

いします。申し訳ございません。よろしくお願いします。なお、贈呈

式は９月２２日（木）に開催されました。資料３ページをご覧願いま

す。６ 調査研究は、宮沢賢治記念館や宮沢賢治学会イーハトーブセン

ターのご協力をいただきながら行ってまいりました。７ セミナー・研

究会等につきましては、資料記載のとおり､予定していた３つを実施す

ることができました。資料４ページをご覧願います。８ ホール・講義

室の活用についてにつきましては、資料記載のとおりです。資料５ペ

ージをご覧願います。９ シャトルバスの運行につきましては、交通整

理を行う警備員の配置とともに毎年実施しているものです。ゴールデ

ンウィークや夏休み期間、さらには賢治さんの命日である９月２１日



前後の胡四王山周辺の賢治関連施設にとっての繁忙期に運行いたしま

した。最後となりますが、資料６ページをご覧ください。１０ 令和４

年度宮沢賢治イーハトーブ館入館者数です。表の中段、合計で２４，

２７０人となりました。令和３年度は１３，７１５人でしたので、１

０，５５５人増、率にして７７％の増となりました。参考までにです

が、本年度に入ってからの４月から６月までの３か月間の入館者数は、 

１０，５１０人でして、令和４年度の同期間の６，０９２人と比べて

４，４１８人の増となっています。令和４年度宮沢賢治イーハトーブ

館事業報告につきましては以上のとおりでございます。よろしくお願

いいたします。 

木村会長  ただいま、事務局から説明がありました。ご質問、ご意見等があれば

お願いいたします。  

大山委員  令和４年度の修繕の契約方法をお知らせください。  

柳原副館長  「遊歩道木製渡橋撤去及び排水路設置・整備」と「排煙窓開閉滑車円滑化」

は入札、その他３件は見積もり合わせにて業者を決定し契約しました。 

大山委員  宮沢賢治記念館はリニューアルを行っているが、宮沢賢治イーハトーブ館は

大規模改修の予定あるか。 

柳原副館長  宮沢賢治イーハトーブ館は平成４年９月に竣工し今年で３１年が経過します。

平成２７～３０年度に大規模な改修を行い、それ以降は小規模な修繕を繰り

返してきています。市では今年度施設整備のマネジメント計画の見直しを行う

予定でありますが、今のところ大規模な改修は予定しておりません。これまで

どおり小修繕により現状を維持していく方針です。 

大山委員  昨年も発言したのですが、宮沢賢治記念館などと連動するし、入館者も減っ

てきている中で、そういった視点もほしいのかなと思い、ぜひ何かのヒントにな

ればと思いました。 

木村会長  ほかにございませんか。 

牧野委員  昨年度の企画展示で、宮沢賢治－沢村澄子  現象的書展はすごく印象的

でした。イーハトーブ館の内外の環境を存分に使いダイナミックな展示でし

た。季節も 7 月から１０月、夏から秋にかわる季節に応じて楽しめるというふう

な、エネルギーに溢れる展示でした。丸ごとイーハトーブ館施設を使って展示

できるようなものを考えていただければ、これが今後の一つの方向性になるの

かなと思いました。イラスト展ひかるの世界はまた違う見る人にエネルギーを与

える。昨年の展示は、それぞれが見る者に力を与えてくれるような展示でし

た。 

大沢館長  沢村澄子展は、昨年度の文化庁芸術選奨を受賞されました。作品だけでなく

展示も含めた形で賞をいただきました。ひかる展の方もこちらがウキウキしてし

まうような楽しい展覧会でした。 

木村会長  ほかにございませんか。 

大野委員  イーハトーブ館の運営についてですが、光熱水費上昇の影響を受けているの

ですか。 

柳原副館長  詳細な数字は持ち合わせておりませんが、かなり影響を受けています。他の

施設もそうですが、12 月補正予算で不足分を追加予算措置したところです。 

木村会長  ほかにご質問、ご意見等があればお願いいたします。 

（声なし） 

それでは、本件について承認することとしてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

ありがとうございました。本件は承認されました。続きまして、（２）

令和５年度宮沢賢治イーハトーブ館事業計画（案）について、事務局

から説明をお願いいたします。  



柳原副館長  それでは２件目の（２）令和５年度宮沢賢治イーハトーブ館事業計画

（案）について説明いたします。資料は７ページです。はじめに１ 施

設・設備整備事業につきましては、資料のとおり３件の施設・設備の

更新や修繕を行うこととしております。次に、２ 資料収集・保存・公

開ですが、引き続き宮沢賢治記念館や宮沢賢治学会イーハトーブセン

ターのご協力をいただきながら進めてまいりたいと考えております。

３ 企画展示の開催につきましては、宮沢賢治学会イーハトーブセンタ

ーに委託して開催しているものですが、資料にありますとおり３件を

企画しておりまして、１番目の「Shinzi Katoh の宮沢賢治幻燈館」は

７月１３日を最終日として現在開催中でございます。 

２番目の「銀河鉄道の夜 四次稿編」複製原画展～ますむらひろしの

新たな挑戦～は、７月１５日の土曜日から１２月２７日の水曜日まで、

３番目の「第４回賢治さんの世界を描く絵画展」は、令和６年１月か

らから３月下旬までの期間に行います。詳細が定まり次第、情報発信

に努めてまいります。続きまして、４ 第３３回宮沢賢治賞・イーハト

ーブ賞の選考及び贈呈式につきましては、本年度の受賞者の決定に向

けて、宮沢賢治学会イーハトーブセンターにご協力をいただきながら

選考作業が進められております。贈呈式は令和５年９月２２日金曜日

に、なはんプラザにて開催される予定です。５ 調査研究については、

本年度も宮沢賢治記念館や宮沢賢治学会イーハトーブセンターのご協

力をいただきながら進めてまいります。６ セミナー・研究シンポジウ

ム等につきましては、４つの企画を計画しておりますが、日程等詳細

が定まり次第、随時情報発信に努めてまいります。最後になりますが、

７ その他の事業・会議等のホール・講義室の活用につきましては、宮

沢賢治作品のアニメ等の上映や宮沢賢治に関する講演会、研究会等に

供してまいりたい。また、来館者の少ない時期又は諸行事と重ならな

い場合には、施設の有効活用の観点から、市民の芸術文化や教育とい

った目的の使用にも対応してまいりたいと考えております。 

令和５年度宮沢賢治イーハトーブ館事業計画につきましては以上のと

おりでございます。よろしくお願いいたします。 

木村会長  事務局から説明がありました。ご質問、ご意見等をお願いします。  

牧野委員  ３の「企画展示の開催」の③「第４回賢治さんの世界を描く絵画展」

についてです。今小学校を中心に募集のチラシが渡っていると思いま

す。昨年度の３月に展示を見たときに回数を重ねるごとに点数が減っ

てきていると感じました。中身とすればいろいろな表現方法があって、

版画等もあり、それぞれ子供の思いが込められていることを感じとれ

るのですが、もっと空間を使った例えば共同作品のようなものがあっ

てもいいのではないかと思いました。もう少し広がりを持たせたよう

な募集をして、空間を使った展示ができるようになればいいなと思い

ます。  

柳原副館長  ご意見を今後の募集、展示等に反映するよう検討してまいりたいと思います。 

木村会長  ほかにありますか。 

（声なし） 

それでは、本件について承認することとしてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

ありがとうございました。本件は承認されました。議事として予定し

ておりました案件は以上となります。次第の４ その他とありますが、

事務局から何かありますか。  

柳原副館長  特にございません。 



木村会長  委員の皆さまから何かございますか。 

浅沼委員  早池峰賢治の会の浅沼です。学会の先生方は一度も早池峰の里に来ており

ません。４月２８日に「業の花びら」という番組が NHK で放映されました。２年

半くらいかかったのですが、政次郎さんが賢治さんの詩碑は「業の花びら」と

いうことで建ててくださいとしたのですが、ところが建ったのは「雨ニモマケズ」

だった。その過程の中で、NHK が半分以上制作が終った時に早池峰と賢治

の展示館に来たのですが、ところが、早池峰と賢治の展示館に学会の方々が

知らない資料があるんです。幻の詩、それは宮沢賢治さんの農民芸術概論と

いう三小節の詩碑の趣意書から全部あるんですよ。それを映像にして３時間

半ですが、それがとんでもない方向にいってしまった。なぜかというと、農民芸

術概論で詩碑が建ったという日報の年鑑にあがっている。ところが日報で調

べたら、その当時の問い合わせがゼロなんです。まったく資料がない。記事は

あるがゲラがない。それが日報にも無い、花巻市にも無い、岩手県にも無い、

東京の博物館にも無い。NHK さんがそれは全く幻になってしまった、ですから

今回は映像には載りませんでしたという趣旨の手紙をもらって了解しました。

ただ、放映されてから大阪の方が、タイトルの中に早池峰と賢治の展示館に、

菅原隆太郎先生とダルトン・プラン教育というのがちょっと載ったんです。それ

を見て大阪の人が大阪中の賢治関係の資料を探したんだけど無かった。そ

の方が連休に平泉にきたときに花巻近くだからレンタカー借りて早池峰と賢治

の展示館に来てその資料を全部見たんですね、２時間半居てとてつもなくび

っくりしたんですよ。どういうわけで日報もゲラをなくしているか、NHK も納得い

かなくって、今度三部作をやりましょうという話になりましたが。そういうこともあ

るので、学会の先生方が花巻に来たときに、石鳥谷とか東和とか大迫とか賢

治さんが書かれた原風景を見てほしいんです。でないと本当の花巻の賢治さ

んが出てきません。先般、花巻市の記念館で慌てて趣意書のコピーを取って

いったようですがそういうことではないと思う。前から言ってきたことですが、学

会の先生方も花巻の賢治さんが歩いたところを自分の目で確かめて、そして、

本当のことを書いてもらいたいんです。 

ですから、先だっても私びっくりしたんですが、皆さん知っている雨ニモマケズ

の手帳を最初に見た人は誰だと思いますか。その記事にも、学会のほうでは、

私が見た、私が見たといっぱい書いているんですね。一回目に見た人はその

とき書いた人が生存している永瀬清子さんという方なんです。その方、高村光

太郎さんや清六さん、そして二十数名の方が見たんです。それはなぜかという

と、小倉豊文さんが永瀬さんに対談したとき、そのときに小倉さんは２回３回の

トランクを見て、見た見たと言ってるわけ。ですから、そこから温存されている。

今現在賢治の学会でトランクを見たなんて言うと、私も見た見たと、それはず

っと後の話。いろんな書き方があるからそうだと思いますが、古いものを調べた

ときにとんでもないものが出てくるんですね。 

ですからこれも、花巻で宮沢賢治学会を何年か前にやりました。学会の先生

達が来て、午前中に学会をやって午後から日の又小学校に行った。天沢退

二郎さんが「風の又三郎」の大家ですから連れてって見せたんです。そした

ら、天沢退二郎さんが「風の又三郎」では学会ではトップですよ。一言もしゃべ

りません。それを一緒に行った学会の方々が何で先生しゃべらないんだと。あ

まりにも原作にそった風景がそのままでていたんですね。だから、天沢退二郎

さんが帰りのバスでも一言もしゃべりません。そういうこともあるので、私は、賢

治さんの本当の姿を本当の一字一句を間違いなく、皆と話し合ってやりましょ

うと言っています。 

関東や関西からも多くの方が訪れます。宮崎から一週間に２回も来た人がい

たんです。なぜ来たかというとこと風の又三郎だ。風の又三郎を読んでいると

方言が入ってぎこちなくスルーっと読めない。そういうことだと言ったが、また１



週間後にまた来たんですよ、その方が、方言がわからないから「風の又三郎」

の方言をわかるようにすればスムーズに読めるのではないかと言ったんです。 

私が方言を書いておいたのですが、それを見たらば、「風の又三郎」がこういう

ものなのかがわかって、お礼の電話がきた。東和でも石鳥谷でも賢治の会が

あるのだから、地元の賢治さんを大事にして、逆に学会に発信していかないと

学会の先生方が頭でっかちの賢治になるような感じがする。 

とりとめのない話をしましたが、申し訳ないです。 

木村会長  時間とともに地域の貴重な財産が失われていく。そういう意味では１市３町整

理して地元から発信していくことが大切だと思います。 

いろんな意味で私も、銀河鉄道の父のロケーションについても、私の立場から

すると、四日町一日市にそういうシチュエーションがある建物があるのですが、

残念ながら映画にはそういうところがあまり取りあげられていなくて、岐阜県恵

那市ですか、向こうの建物の様式と、南部藩、賢治の時代の様式が違うもの

ですから、やはり、地元からリストアップするなりして提供することが大事だと、

浅沼委員からの発言を聞きそう感じました。事務局でも、せっかく今お話しさ

れたことを整理して、イーハトーブ館の運営に活用してほしいと思います。 

ほかにございますか。 

玉山委員  八幡地区の田んぼアートのチラシを持ってきたのですが、６月４日に田植えを

したものです。SL 銀河に長いこと運行してもらったのでありがとう SL ということ

で制作してみましたので、皆様にも近くへお越しの際にはお寄りいただき御覧

いただきたい。 

大山委員  見頃は何月ころになりますか。どうやって植えるのですか。 

玉山委員  現在でも大丈夫です。今年は進行が早い。 

原画が決まったら、それを遠近法で田んぼにどのように落とすかを測量で決

め、ポイントを２千五百か所くらい落とし、間違わないようにテープも色を変え

たりして、それに合わせ苗を植えていきます。このようなことをしています。 

木村会長  先般、宮澤商店さんから連絡をいただきまして、ひな人形がある、木

箱に入って 20 個近くあると、廃棄処分をするので見てくれないかとい

うことで見に行きました。立派なもので慶応年間に買い替えているも

の、新調しているものでした。全部きれいになっていて、市の文化財

課の専門官に同行してもらいまたみせていただきました。宮善さんに

は蔵が６棟ありまして、今全部出してゴミで廃棄している。私たちも

少し検討したいとお話ししましたところ、では、産湯の井戸を掃除す

るときに座敷に飾って皆さんにお見せしたい、そのあとについてはそ

の結果をみながらということなのですが、何れ蔵６棟のうち、土で作

っているのが４棟、あとは釜石の鉱山で鉄を採取した際の屑をレンガ

にしまして組み上げている蔵、これは花巻には２棟くらいあります。

今年度６棟調査したいと考えているところです。お店、住居、蔵を新

しい社長さんがどう使うか、何かアイディアはありませんかと言われ

ているのですが、私たちもどうするかはなかなかわからないが、貴重

な花巻の財産ですので、四日町一日市にも賢治さんゆかりの商家もま

だ３棟残っておりますので、それらも今後活用できれば、何れ一人で

はどうにもならないです。すみません。勝手な話をいたしました。  

ほかにございますか。  

牧野委員  資料の公開のことです。花巻市民の会の会員がイーハトーブ館へ問い合わ

せたところ、短時間で必要とする資料を準備いただきありがたかったという話が

ありました。それとあわせて様々な資料のネット検索はできるのでしょうか。ネッ

ト検索ができれば資料活用が図られるのではないかという声がありました。 

それと、職員の能力があるので、企画展示の部分でも力を発揮してくれること



も考えられるのではないかという声がありました。市民の会のメンバーからの声

としてお伝えしたいと思います。 

大沢館長  学会のホームページのアーカイブに『宮沢賢治研究アニュアル』の論

文リストを挙げており、論文をキーワードで検索することができます。

私もしょっちゅう使っています。こちらもぜひ活用していただきたい

と思います。  

木村会長  ほかにございますか。 

（声なし） 

無いようですので、以降は事務局にお願いいたします。 

柳原副館長  木村会長、委員の皆様、ありがとうございました。本日いただいたご

意見は今後の宮沢賢治イーハトーブ館の運営に活かしてまいります。

今後ともよろしくお願いいたします。それでは、以上をもちまして、

宮沢賢治イーハトーブ館運営審議会を閉会いたします。  

 


